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研究成果の概要（和文）：片頭痛の病態は未解明で、診断・治療の臨床上信頼できる客観的指標は存在しない。
本研究は、専門医が片頭痛と診断した患者で、各種検査を行い（高周波帯域脳波、脳波-機能MRI同時記録 
[EEG-fMRI]）、指標の探索に挑戦した。その結果、①有症状期や家族歴のある患者群で、それぞれ発作間欠期、
家族歴のない患者群より、後頭部に緩電位（1 Hz未満の徐波でアストロサイト活動との関連を示唆）があり、②
運動症状を伴う重症型の片麻痺性片頭痛（HM）では、一般の片頭痛より各種脳波異常が高頻度で、③HMの徐波に
関連するEEG-fMRI検査は5/6例で前頭葉の活性化を捉え、運動症状との関連が考慮されることを見出した。

研究成果の概要（英文）：The pathophysiology of migraine has not been yet fully understood, and there
 are no objective biomarkers for diagnosis and treatment clinically. In this study, we examined 
patients diagnosed with migraine by headache specialists and performed various clinically approved 
tests (wide-band EEG, EEG-functional MRI [EEG-fMRI]) to search for the biomarkers. We found: (1) a 
subdelta slow potential is observed in the occipital region (slow waves of less than 1 Hz, 
suggesting an association with astrocyte activity) in the group of patients with symptomatic phase 
and positive family history, compared to the group of patients with interictal phase and negative 
family history, respectively, (2) EEG abnormalities in hemiplegic migraine (HM), a severe type of 
migraine with motor symptoms, are more frequent than in ordinary migraine, and (3) EEG-fMRI of HM 
with slow wave captured frontal lobe activation in 5/6 patients, suggesting their close associations
 with abnormal motor symptoms.

研究分野： 臨床神経生理学、臨床神経学、てんかん

キーワード： 片頭痛　頭痛　アストロサイト　wide-band EEG　EEG-fMRI

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
片頭痛の疾患バイオマーカーとしての臨床脳波の異常の意義を、アストロサイトとの関連が疑われる緩電位の新
しい視点から抽出してまとめ、片頭痛と類似のCSD(皮質拡散脱分極)関連脳神経疾患への応用の可能性の礎とな
る知見を得た。さらに片頭痛の特殊型であるHMに着目して、片頭痛との神経生理学的相違を明らかにし、神経徴
候と脳波変化の起源を探るEEG-fMRIの研究発展、臨床応用の道を展開することができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
片頭痛は、15 歳以上の日本人口の 8.4%という高い有病率をもち、強い頭痛と嘔吐などで生活

に与える影響の大きさから、頭痛の中でも重要な疾患とみなされており、専門的な病歴聴取をも
とに確定診断・治療されている。片頭痛の病態には、主にアストロサイトから周囲に徐々に脳活
動低下領域が拡延していく皮質拡散性抑制（cortical spreading depression: CSD）が関係して
いると考えられている（文献①）が、病態生理の全容は未解明で、客観的バイオマーカーは存在
しなかった。 
一方、同様により短時間の発作をきたす興奮性脳神経疾患であるてんかん発作の領域では、ア

ストロサイトと関係しうる「非常に緩やかな電位（DC 電位）」もとらえる wide-band EEG（一
般的な頭皮上脳波で測定可能な 0.5-30 Hz の周波数帯域を拡張し、0.5 Hz 未満や 80 Hz 以上に
も及ぶ帯域をデジタルで記録・解析できるようにしたもの。）の解析手法を用いて、DC 電位や、
一方でニューロンの発火活動と相関する高周波帯域の活動から、てんかん発作の焦点を同定す
ることが臨床上可能になってきた（文献②）。さらに、てんかん性の異常なニューロンの発火活
動を頭皮上脳波でとらえながら、その時に秒単位で変動する予想脳血流量をモデル化し、そのモ
デルに近い血流変化がみられる脳領域を、視床などの深部の脳組織も含めてとらえる MRI 撮像
法を組み合わせる、脳波-機能的 MRI 同時記録（EEG-fMRI）という手法も研究領域で用いられ
ていた。 

 
 
２．研究の目的 
片頭痛患者で、アストロサイトの「非常に緩やかな」電気的活動や「速い」ニューロン発火活

動、脳機能に関連した脳血流といった脳内の神経生理学的変化を捉える可能性のある生理学的
検査（片頭痛患者の脳波記録を wide-band EEG で解析。および EEG-fMRI）を行う。 
そして、得られたデータに、脳神経内科で臨床的に取得された片頭痛の詳細な病歴の情報を援

用し、融合させ、ヒト片頭痛の病態生理の解明に迫るとともに、患者・専門医以外の医療者が日
常診療で共有できる客観的ツールとして確実な診断・治療効果判定の一助とでき、病態把握に役
立てられるような、神経生理学的バイオマーカーを探索する。 

 
 
３．研究の方法 
(1) 日本頭痛学会認定教育施設（医療法人立岡神経内科、社会医療法人寿会富永病院）の頭痛専
門外来に通院中の片頭痛患者で、国際頭痛分類第 3 版に基づいて片頭痛と診断され、臨床上の
必要に応じて脳波検査を施行された患者を対象とした。患者の臨床検査としてのデジタル脳波
データを解析対象とし、通常判読に用いられる表示時定数 0.3 秒（low cut filter 0.53 Hz）に加
えて表示時定数 2 秒（low cut filter 0.08 Hz）にて判読を行い、デルタ帯域の局所徐波（focal 
delta slow: FDS [1-4 Hz]））と、より低周波成分である focal subdelta slow（FSDS [< 1 Hz]）
の有無を検討した。また患者の年齢、性別、頭痛に伴う前兆の有無、家族歴、脳波検査施行時の
片頭痛の状況などの臨床情報について、脳波解析結果との相関を検討した。 
 
(2) 上記の日本頭痛学会認定教育施設において頭痛専門医により片麻痺性片頭痛と診断され、脳
波検査を施行された患者を対象とし、脳波異常の出現率と患者の臨床情報との相関について解
析した。脳波異常は通常診療の表示時定数 0.3 秒の条件で観察される棘波、鋭波、徐波とともに、
表示時定数 2 秒で観察可能な緩電位も解析対象とした。 
 
(3) 上記(2)で脳波異常を認めた患者のうち研究参加の同意を得られた 6 名を対象として、脳波
と機能的 MRI 同時記録（EEG-fMRI）検査を行った。これにより、片麻痺性片頭痛患者でみら
れた脳波異常の出現と関連して脳血流変化を示す脳部位を、脳深部を含めて検出し、片麻痺性片
頭痛の病態との関連を考察することとした。 
 
 
４．研究成果 
(1)  144 名が解析対象となった。平均年齢は 41.7±15.3 歳、うち男性 20 名、女性 124 名、前
兆のある片頭痛 39 名、前兆のない片頭痛 105 名であった。FDS は 58 名、FSDS は 38 名で認
めた。FSDS は女性において男性より有意に出現を認め（p = 0.022）、FSDS は片頭痛病態の男
女での違いと関連する可能性が示唆された。また FSDS は片頭痛家族歴を有する群において、
家族歴がない群と比較して有意に出現を認めた（図 1、p = 0.026）。以前より遺伝的因子による
片頭痛の病態や CSD の感受性への影響が指摘されており、FSDS はこれらを反映する可能性が
推察された。 
また脳波記録中に片頭痛発作の症候期（予兆期、頭痛期、頭痛後回復期）であった群において、



間欠期（無症候）であった群よりも有意に
FSDS の出現を認め（図 2、p = 0.035）、
FSDS は片頭痛発作中の脳機能の変化や、
CSD と関連した活動である可能性が期待
された。前兆期に脳波を記録できた症例は
いなかった。FDS は上記の臨床情報との
相関は認めなかったが、年齢によって分布
部位が異なる傾向があり、40 歳未満で後
頭部（p = 0.0017）、40 歳以上で側頭部に
出現を認め（p = 0.0004）、片頭痛の長期
経過による脳機能の変化を表している可
能性が考えられた。 
 本研究に関して、複数の学会で学会発表
を行い、国際学術誌に投稿中である。 
 
(2) 片麻痺性片頭痛患者 32 名の脳波を解
析し、19 名(59％)で脳波異常が観察され
ることを見出した。脳波異常の大半は徐
波であったが、頭部の両側性あるいは全
般性と広い分布を示すことが多く、片麻
痺性片頭痛患者では大脳の広範な領域に
わたって脳機能異常が存在する可能性が示唆された。さらに、2 名では全般性棘徐波複合を呈し、
全般てんかんとの病態の共通性を提起する所見と考えられた。以上の成果は第 56 回日本てんか
ん学会年次学術集会（2023 年）および第 51 回日本頭痛学会年次学術集会で報告した。また、現
在、国際学術誌に投稿のために論文を執筆中である。 
 
(3) 研究2で脳波異常の見られ
た片麻痺性片頭痛患者のうち
6 名を対象として EEG-fMRI
を行った。5 名の患者では全般
性または局所性の徐波を呈し、
これらの脳波異常出現と関連
して、fMRI で前頭葉の活性化
が検出され、片麻痺性片頭痛の
特徴である運動性前兆との関
連性が考慮された。さらに、1
例では全般性棘徐波複合を呈
し、fMRI では前頭葉の活性化
とともに、楔部、楔前部、後部
帯状回などのデフォルトモー
ド ネ ッ ト ワ ー ク の
deactivation が観察された。こ
の fMRIにおける deactivation
領域は特発性全般てんかんの
ものと類似しており、病態の共
通性が示唆された。以上の成果
は第 64 回日本神経学会年次学術集会（2023 年）で報告した。今後は共同研究者が引継いでデー
タを蓄積しつつ、さらなる学会発表、論文執筆を進めていく予定である。 
 上記(1)-(3)の成果に関連した学会発表を多く行ったほか、片頭痛の診断と今後の研究の方向
性に関して本邦の脳神経内科領域の学会学術誌(臨床神経学)からの依頼総説を執筆した（文献
③）。研究期間中に頭皮脳波の徐波をバイオマーカーとして確立する方向性は明確となり、slow 
EEG に着目した片頭痛臨床・研究の発展の礎を築くことができた。 
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図 1. FSDS の出現率と家族歴との関連 
FH+: 家族歴あり、FH-：家族歴なし 
O: 後頭部、PO：頭頂後頭部 

図 2. FSDS の出現率と脳波記録時の片頭痛の状態 
interictal: 間欠期（無症候）、symptomatic phase （有症
候期）、prodrome: 予兆期、headache: 頭痛期、postdrome: 
頭痛後回復期 
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Yukihiro Yamao, Riki Matsumoto, Takayuki Kikuchi, Kazumichi Yoshida, Takeharu Kunieda, Susumu
Miyamoto

15
 １．著者名



2020年

2021年

2020年

2020年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
グリア・ニューロンから見る, ヒト脳における部分てんかん発作の発振現象,増大特集 脳の発振現象?基礎
から臨床へ

BRAIN and NERVE 1207-1221

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
中谷 光良, 池田 昭夫 72

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
てんかん診療の多様性と均てん化, 特集1てんかん診療連携の現状と課題

精神科 471-477

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
山内 秀雄, 池田 昭夫 36

 １．著者名

10.5692/clinicalneurol.cn-001477

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
長期経過で持続したLance-Adams症候群の重症ミオクローヌスにペランパネルが奏効した1例

臨床神経 18-23

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
齋藤 和幸, 大井 和起, 稲葉 彰, 小林 正樹, 池田 昭夫, 和田 義明 61

 １．著者名

10.5692/clinicalneurol.60.cn-001414

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
一過性てんかん性健忘の発作時脳波記録:非ヘルペス性辺縁系脳炎に出現した 1 例

臨床神経 446-451

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
千葉 智哉, 邉見 名見子, 音成 秀一郎, 髙田 和城, 池田 昭夫, 髙橋 良輔, 横江 勝 60

 １．著者名



2020年

〔学会発表〕　計355件（うち招待講演　106件／うち国際学会　60件）

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

日本脳神経外科学会第82回学術集会

日本臨床神経生理学会第53回学術大会（招待講演）

第56回てんかん学会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

山尾幸広、松本理器、山田大輔、中江卓郎、菊池隆幸、澤本伸克、荒川芳輝

山尾幸広、松本理器、菊池隆幸、國枝武治、荒川芳輝

山尾幸広、山田大輔、菊池隆幸、宮本享、荒川芳輝

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

術中CCEPを用いたfrontal aslant tractの皮質終点路の検索

術中皮質 - 皮質間誘発電位（CCEP）を用いた脳機能モニタリング

髄膜腫手術における予防的抗てんかん薬の効果

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
研究集会「てんかんの数学的研究」開催報告

Epilepsy 111-117

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
行木 孝夫, 津田 一郎, 池田 昭夫 14

 １．著者名



2024年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第53回日本臨床神経生理学会学術大会（招待講演）

第47回てんかん外科学会（招待講演）

Neuroscience2023

日本神経学会第124回近畿地方会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

山尾幸広、松本理器、山田大輔、中江卓郎、菊池隆幸、澤本伸克、荒川芳輝

Erika Omae, Atsushi Shima, Kazuki Tanaka, Akari Ogawa, Masako Yamada, Cao Yedi, Mima Tatsuya, Tadashi Isa, Satoko
Koganemaru.

中村 大和, 谷口 智彦, 宇佐美 清英, 石田 雄大, 加来 洋, 中島 沙恵子, 小林 勝哉, 綾木 孝, 髙橋 良輔

宇佐美清英

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

A novel approach using neurofeedback learning to enhance cerebellar brain inhibition in spinocerebellar degeneration
patients.

神経症状が目立ち非典型的な皮疹から診断に至った血管炎性ニューロパチーの一例

マルチモーダルな検査・解析技術を駆使したヒト脳内ネットワーク解明の試み, 奨励賞受賞記念講演

 １．発表者名

術中CCEPを用いたfrontal aslant tractの皮質終点路の検索



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第53回日本臨床神経生理学会学術大会（招待講演）

第53回日本臨床神経生理学会学術大会（招待講演）

4th International Taiwanese Congress of Neurology (ITCN)（招待講演）（国際学会）

ASEPA Workshop（招待講演）（国際学会）

宇佐美清英

宇佐美清英

Akio Ikeda

Akio Ikeda

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

Wide-band EEG: a mysterious and very useful technique

神経科学における頭蓋内電極の強みとこれからの課題, シンポジウム7 頭蓋内電極を用いた脳機能の探索

異常脳波解釈, 教育講演14

Neurophysiology, Multidisciplinary achievements in epilepsy research

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

53nd Annual congress of JSCN（招待講演）（国際学会）

The 13th Advanced International Course: Clinical Epileptology, (13th AICCE)（招待講演）（国際学会）

Akio Ikeda

Akio Ikeda

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ３．学会等名

 ３．学会等名
35th International Epilepsy Congress（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Akio Ikeda

Akio Ikeda

 ３．学会等名

EEG and electrophysiological monitoring, Basic and wide-band EEG

Implementation of research beyond academia-industry collaboration, Special Interest Group International academia-industry
collaboration: implementation of EEG/ epilepsy education and research

DC shifts and epilepsy: a mysterious wide-band window for astrocytes and neurons

Astrocyte and brain dysfunction: approach from clinical wide-band EEG and othermodalities、Symposium 7, Astrocyte and brain
dysfunction: Basic and clinical scope

 ３．学会等名

Cleveland Clinic Epilepsy Grand Rounds（招待講演）（国際学会）



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第64回日本神経学会学術大会（招待講演）

第64回日本神経学会学術大会（招待講演）

第17回日本てんかん学会、関東甲信越地方会（招待講演）

第56回日本てんかん学会学術集会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

池田昭夫

池田昭夫

池田昭夫

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

第２０回生涯教育セミナー　Hands-on 「脳波」

脳波の理解：てんかんの病態理解における意味を基本から今一度考える（Wide-band EEGが助けてくれること）

IGAP：アジアと日本の取り組み, IGAP：その取り組みと求められる成果

てんかんにおける小児-成人移行医療：現状と課題、シンポジウム１８、神経疾患における小児-成人移行医療：現在地と課題

 １．発表者名
池田昭夫



2023年

2023年

2023年

2023年

日本神経学会、第７回特別教育研修会（てんかん・頭痛・認知症コース）（招待講演）

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第53回日本臨床神経生理学会（招待講演）

第64回日本神経学会学術総会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

Naoya Mimura, Akihiro Shimotake, Maya Tojima, Junpei Togawa, Mitsuhiro Sakamoto, Tomohiko Murai, Yasutaka Fsuhimi, Tomohisa
Okada, Atsuhi Shima, Nobukatsu Sawamoto, Ryosuke Takahashi, Akio Ikeda

 ２．発表標題

池田昭夫

池田昭夫

池田昭夫

第41回日本神経治療学会学術大会（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Correlation between memory function and glucose metabolism in temporal lobe epilepsy

てんかん, 講演１-１,てんかんの疫学・分類（序論を含む）

てんかん診療の現在と未来

序論：脳内電極から頭皮脳波への実装へ、ワークショップ　７、wide-band EEGの記録解析の初級編

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第64回日本神経学会学術大会

医学生・研修医・専攻医の日本内科学会ことはじめ2023東京

Kyoko Hosokawa, Kiyohide Usami, Akihiro Shimotake, Masao Matsuhashi, Yukihiro Yamao, Takayuki Kikuchi, Kazumichi Yoshida,
Ryosuke Takahashi, Akio Ikeda

山田 健, 戸島 麻耶, 中西 悦郎, 綾木 孝, 池田 昭夫, 高橋 良輔

戸島 麻耶, 松橋 眞生, 小林 勝哉, 山中 治郎, 宇佐美 清英, 下竹 昭寛, 髙橋 良輔, 池田 昭夫

立岡 悠, 宇佐美 清英, 細川 恭子, 島 淳, 下竹 昭寛, 松橋 眞生, 團野 大介, 竹島 多賀夫, 立岡 良久, 澤本 伸克, 髙橋 良輔, 池田
昭夫

第64回日本神経学会学術総会

第64回日本神経学会学術総会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Suppression of interictal epileptiform discharges (IEDs) in motor areas by voluntary movements

皮質反射性ミオクローヌスが併存した若年性ハンチントン病の稀な一例

良性成人型家族性ミオクローヌスてんかんの病態抽出：主成分分析による巨大SEPの検討

脳波, 機能的磁気共鳴画像の同時計測(EEG-fMRI)による片麻痺性片頭痛患者の病態検討

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第10回JEPICA

第64回日本神経学会学術総会

第64回京滋奈良てんかん懇話会

第64回日本神経学会学術総会

菅原 諒子, 下竹 昭寛, 菊池 隆幸, 松橋 眞生, 池田 昭夫, 髙橋 良輔

梶本 智史, 下竹 昭寛, 立岡 悠, 髙橋 良輔, 池田 昭夫

Yuki Kawamura, Tadashi Okada, Ochgerel Tseeleinamsan, Naoya Mimura, Haruo Yamanaka, Kyoko Hosokawa, Masahiro Gotoh, Daisuke
Yamada, Maya Tojima, Mayumi Otani, Junpei Togawa, Katsuya Kobayashi, Kiyohide Usami, Akihiro Shimotake, Takeshi Yoshida,
Takayuki Kikuchi, Masao Matsuhashi, Ryosuke Takahashi, Akio Ikeda

平 風音, 木戸 雅也, 秋月 真吾, 宮本 雅子, 下竹 昭寛, 高橋 良輔, 池田 昭夫

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

皮質脳波解析を用いた意味処理機能マッピング

側頭葉てんかんの加療中、夜間睡眠中の発作を疑う突発症状が出現し、レム睡眠行動異常症と考えられた独居高齢者の1例

Expanded clinical usefulness of Magnetoencephalography in intractable epilepsy: new methodology and application

全般性強直間代発作(GTCS)に安全に対応するための当院での取り組み

 １．発表者名



2024年

2024年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第53回日本臨床神経生理学会学術大会

第64回日本神経学会学術総会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

安達 智美, 十川 純平, 小林 勝哉, 友田 陽子, 梶川 駿介, 松橋 眞生, 高橋 良輔, 池田 昭夫

 ２．発表標題

田村 優, 下竹 昭寛, 安達 智美, 小林 勝哉, 宇佐美 清英, 山尾 幸広, 菊池 隆幸, 松橋 眞生, 國枝 武治, 荒川 芳輝, 高橋 良輔,
Matthew Lambon-Ralph, 松本 理器, 池田 昭夫

田村 優, 松橋 眞生, 河村 祐貴 , 三村 直哉, 山中 治郎, 出村 彩郁 , 小林 勝哉 , 髙橋 良輔, 池田 昭夫

三村 直哉, 宇佐美 清英, 十川 純平, 中川 俊, 江川 悟史, 中本 英俊, 池田 昭夫

第26回日本ヒト脳機能マッピング学会

第65回京滋奈良てんかん懇話会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

内側側頭葉てんかんの頭皮上脳波の発作時direct current (DC) shiftsとhigh frequency oscillation (HFOs)の臨床的特徴

ステレオ脳波(SEEG)による，非言語性意味判断課題における両側半球のカテゴリー特異的脳活動の記録

前頭葉てんかんと全般てんかんの鑑別における脳磁図検査(MEG)の役割

急性期脳卒中患者の頭皮脳波でのInfraslow activityの検討

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2023年

2024年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第53回日本臨床神経生理学会学術大会

第26回日本ヒト脳機能マッピング学会

安達 智美, 十川 純平, 小林 勝哉, 友田 陽子, 梶川 駿介, 松橋 眞生, 高橋 良輔, 池田 昭夫

安達 智美, 十川 純平, 小林 勝哉, 友田 陽子, 梶川 駿介, 松橋 眞生, 高橋 良輔, 池田 昭夫

安達 智美, 下竹 昭寛, 菅原 諒子, 小林 勝哉, 宇佐美 清英, 山尾 幸広, 菊池 隆幸, 松橋 眞生, 国枝 武治, 荒川 芳輝, 松本 利器,
Matthew Lambon-Ralph, 高橋 良輔, 池田 昭夫

Yoko Tomoda, Jumpei Togawa, Katsuya Kobayashi, Kiyohide Usami, Akihiro Shimotake, Masao Matsuhashi, Ryosuke Takahashi, Akio
Ikeda

第56回日本てんかん学会学術集会

第64回日本神経学会学術総会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

内側側頭葉てんかんの頭皮上脳波の発作時direct current (DC) shiftsとhigh frequency oscillation (HFOs)の臨床的特徴

内側側頭葉てんかんにおける頭皮上脳波での発作時低ガンマ活動の重要性

意味判断課題中の皮質脳波の時間周波数変化による意味処理機能マッピング

Ictal direct current shifts and high frequency oscillations in neocortical epilepsy by scalp EEG

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2023年

2023年

2024年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第56回日本てんかん学会学術集会

第53回日本臨床神経生理学会学術大会

第65回京滋奈良てんかん懇話会

第56回日本てんかん学会学術集会

友田陽子, 十川純平, 幸原伸夫, 橋本修治, 池田昭夫

友田陽子, 下竹昭寛, 大前禎毅, 池田昭夫
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脳磁図所見とてんかん外科手術転帰の検討

当院における脳磁図での等価双極子非集簇例とその転帰についての検討
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誘発電位モデルを用いたペランパネル治療前後の巨大体性感覚誘発電位の比較

難治性てんかんにおいて細胞外K濃度の変動状態が発作発現に関与する可能性

Hypersynchronous patternを呈した側頭葉てんかんの発作移行への分岐点は？
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Ictal DC shiftのAIでの検出: preliminary analysis
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進行性ミオクローヌスてんかんの脳波へのペランパネルの影響：後頭部優位律動の検討
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正中神経電気刺激により繰り返しＣ反射を上肢に広範に認めた良性成人型家族性ミオクローヌスてんかんの1例
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